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今 月 の 表 紙

第15期フランス編（鳥取砂丘 砂の美術館）

15回目を迎えた砂の美術館の展示テーマは「砂で世界旅

行・フランス編」。今年７月に開幕する第33回オリンピッ

ク競技大会がフランスのパリで開催されることから選定さ

れました。ノートルダム大聖堂をはじめとした有名建築

物、フランス革命などのワンシーンなど、魅力たっぷりの

砂像がご覧いただけます。

会期は2025年１月５日（日）まで。営業時間や休館日は、ホー

ムページなどでご確認ください。
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指
標
改
善
も
景
気
回
復
の
実
感
な
し

今
　
　
期

業
況
判
断

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
県
内
企
業
１
５
０
社
を
対
象

に
実
施
し
た
２
０
２
４
年
１
～
３
月
期
の
景
気
動
向
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま

し
た
。
回
収
率
70
・
０
％
。

　
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
１・
９
と
前
年
同
期
の
調
査
と
比

べ
４・
２
㌽
改
善
し
ま
し
た
。
項
目
別
で
は
収
益
状
況
で
８・
０
㌽
と
大
き
く

改
善
し
ま
し
た
。
前
年
の
こ
の
時
期
は
、
電
力
料
金
な
ど
の
暴
騰
を
背
景
に

収
益
面
の
悪
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
電
力
料
金
の
安
定
化
や
価
格
転
嫁
が

徐
々
に
進
み
良
化
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
来
期
見
通
し
は
、
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
が
前
年
同
期
と
比
べ
て
改
善

し
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
に
至
っ
て
は
度
重
な
る
値
上
げ
で
個
人
消
費

が
鈍
化
し
て
お
り
、
小
売・サ
ー
ビ
ス
業
で
厳
し
い
見
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2024年１～３月期　【
対
前
年
同
期
比
】
全
産
業
合
計

の
業
況
判
断
は
前
年
同
期
の
調
査
か

ら
４
・
２
㌽
改
善
し
ま
し
た
。
製
造
業

で
は
、
売
上
高
や
売
上
単
価
で
悪
化

を
示
し
て
い
る
も
の
の
一
定
の
価
格

転
嫁
が
進
ん
だ
こ
と
で
収
益
の
改
善

が
見
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
建
設
業
を
除
く
非
製
造
業

の
業
況
判
断
は
、
全
体
的
に
悪
化
傾

向
を
示
し
て
い
ま
す
。
物
価
高
で
消

費
者
の
節
約
志
向
が
強
ま
る
中
、
売

上
高
や
売
上
単
価
の
維
持
が
厳
し
く

な
っ
て
お
り
、
資
金
繰
り
面
も
苦
慮

し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　【
来
期
（
24
年
４
～
６
月
）
見
通

し
】
全
産
業
合
計
の
来
期
業
況
判
断

は
マ
イ
ナ
ス
５
・
７
と
前
年
同
期
の

調
査
か
ら
４
・
８
㌽
改
善
を
示
す
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
製
造
業
で
は
、

停
止
し
て
い
た
一
部
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
生
産
が
再
稼
働
し
た
こ
と
へ

の
安
心
感
が
数
値
に
反
映
さ
れ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
非
製
造
業
は
、
度
重
な
る

生
活
必
需
品
な
ど
の
値
上
げ
で
個
人

消
費
の
大
き
な
回
復
は
見
込
め
ず
、

サ
ー
ビ
ス
業
・
小
売
業
を
中
心
に
厳

し
い
見
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　【
経
営
上
の
問
題
点
（
複
数
回
答
）】

　「
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
上
昇
」

（
20
・
１
％
）
が
首
位
、「
経
費
の
増
加
」

（
14
・
９
％
）
が
２
位
で
前
年
同
期

の
調
査
と
同
じ
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、３
位
は
「
人
手
不
足
」（
12
・
９
％
）

が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
労
働
力
不
足
が

深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
中
東

情
勢
の
影
響
で
、
資
材
価
格
は
高
止

ま
り
。
加
え
て
賃
上
げ
コ
ス
ト
も
膨

ら
み
収
益
面
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

　
記
述
式
の
回
答
で
も
「
材
料
代
の

値
上
げ
が
止
ま
ら
な
い
」（
建
設
業
）、

「
人
件
費
、
原
油
価
格
な
ど
の
経
費

が
２
～
３
割
上
昇
す
る
も
価
格
に
反

映
で
き
な
い
」
（
建
設
業
・
製
造
業
）

と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
４
月
か
ら
建
設
・

物
流
業
界
で
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
が
適
用
さ
れ
、
経
済
活
動
に
幾
分

か
影
響
が
出
る
と
の
懸
念
も
あ
り
ま

す
。
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
き
、

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

回収
数 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

全産業合計 105 -1.4（ -3.5） 11.8（1 6.2） -2.9（ -1.8） 0.5（  0.0） -4.3（-12.3） -1.9（ -6.1） -1.5（ -2.7） 6.1（ 14.5） -1.0（ -3.6） -1.5（  0.9） -7.0（-11.4） -5.7（-10.5）

製 造 業 33 3.0（  6.1） 16.7（ 24.3） 1.5（ -4.6） 1.5（ -3.1） 9.1（-16.7） 7.6（ -7.6） 3.0（ 16.7） 9.1（ 22.7） 3.1（ -7.6） -1.5（ -1.5） 1.5（ -7.6） 0.0（ -7.6）

非 製 造 業 72 -3.5（ -7.4） 9.6（ 13.0） -4.9（ -0.7） 0.0（  1.3） -10.3（-10.5） -6.3（ -5.6） -4.1（-10.5） 4.7（ 11.2） -2.9（ -1.9） -1.5（  1.9） -10.8（-13.0） -8.2（-11.7）

（建　設　業） 21 -4.8（-22.0） 0.0（ -2.0） -2.4（  2.0） 2.4（  4.0） -16.7（-16.0） -9.6（-14.0） -7.2（-26.0） 2.4（ -2.0） 2.4（ -4.0） -2.4（  4.0） -9.6（-22.0） -7.2（-26.0）

（卸　売　業） 19 -7.9（ -5.3） 15.8（ 31.6） 0.0（ -2.7） 2.7（  2.7） -5.3（-13.2） -5.6（ -5.3） -5.3（ -7.9） 7.9（ 23.7） 0.0（ -2.7） 2.7（  2.7） -7.9（-15.8） -8.3（ -7.9）

（小　売　業） 16 -9.4（ -8.4） 8.9（ 11.1） -11.8（ -2.8） -9.4（ -2.8） -14.8（-16.7） -8.8（ -8.3） -15.7（ -5.6） 3.0（ 13.9） -9.4（ -8.4） -6.3（  0.0） -20.6（-16.7） -15.7（-16.7）

（サービス業） 16 9.4（ 10.5） 15.7（ 15.8） -6.7（  0.0） 3.4（  0.0） -3.1（  5.3） 0.0（  7.9） 11.8（  2.7） 5.9（ 13.2） -6.7（  8.8） 0.0（  0.0） -5.9（  5.3） -5.9（  7.9）

前年同期比 （　）内は2023.１〜３月期の数字

 ＢＳＩ＝ 1／2（Ｘ－Ｚ）　Ｘ＝上昇・増加、Ｙ＝横ばい、Z＝減少・下降　　ただし（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝100）

来期見通し（2024.４〜６月期）
※（　）内は前年同期
　の数字

消
費
者
に
近
い
業
種
ほ
ど
業
況
に
厳
し
さ

消
費
者
に
近
い
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況
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厳
し
さ

小
売・サ
ー
ビ
ス
は
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戦

小
売・サ
ー
ビ
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は
苦
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収
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動 向

　
鳥
取
県
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
は

４
月
11
日
（
木
）、
鳥
取
市
本
町
３

丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
（
児
嶋
祥

悟
会
頭
）
を
訪
れ
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト

運
動
の
推
進
、
障
が
い
者
へ
の
合
理

的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
に
改
正
障
害
者
差
別
解

消
法
が
施
行
さ
れ
、
民
間
事
業
者
に

対
し
て
も
障
が
い
者
に
対
す
る
合
理

的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
か
ら
社
会
的
な
バ
リ

ア
を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
な
ど
の
意

思
が
示
さ
れ
た
場
合
に
、
負
担
が
重

す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
を
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
は
２
０
０
９
年
、
障
が
い

の
あ
る
人
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社

会
を
実
現
し
よ
う
と
「
あ
い
サ
ポ
ー

ト
運
動
」
を
開
始
。
こ
の
活
動
が

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
、
ま
た
改
正

法
が
施
行
し
た
こ
と
か
ら
「
あ
い
サ

ポ
ー
ト
運
動
２
・
０
」
と
し
て
強
力

に
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
平
井
伸
治
鳥
取
県
知

事
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
藤
井
喜

臣
会
長
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
の
住
田
明
信
氏
が
訪
れ
、
平

井
知
事
が
「『
障
が
い
を
知
り
、
と

も
に
生
き
る
』
の
考
え
方
が
広
が
っ

て
い
る
。
当
運
動
の
理
解
が
進
む

よ
う
に
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
児
嶋
会
頭
に
要
請
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
児
嶋
会
頭
は
「
共

生
社
会
実
現
の
た
め
、
企
業
に
対
応

を
求
め
て
い
く
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

　　
鳥
取
県
、
県
社
会
福
祉
協
議
会

鳥
取
県
、
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

　
　
　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
合
理
的
配
慮

障
が
い
の
あ
る
人
へ
合
理
的
配
慮

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

障
が
い
を
知
り
、
と
も
に
生
き
る

障
が
い
を
知
り
、
と
も
に
生
き
る

要請書を受け取る児嶋会頭（左）

　　　我が社の従業員のなかで私傷病休職中の者がいます。休職期間中に定年
　　　を迎えますが、定年後再雇用しなければならないでしょうか。
　　　今回は、私傷病休職と定年後再雇用について説明します。
　　　私傷病休職とは、本来私傷病により労務提供できないため普通解雇すべ
きところ、一定期間休職とすることで解雇を猶予する制度です。
　そして、定年後再雇用については、高年齢者雇用確保措置の実施及び運用に
関する指針において、心身の故障のため業務に堪えられないと認められること、

勤務状況が著しく不良で引き続き従業員としての職責を果たし得ないこと等就業規則に定める解雇事由
又は退職事由に該当する場合には再雇用しないことができると定められています。
　したがって、定年退職時に休職期間が満了していない場合、定年退職時において、かかる解雇事由又
は退職事由があるがどうかが問題となります。
　もっとも、「心身の故障のため業務に堪えられない」場合とは、療養による回復、改善の機会を十分
に与えても、業務を遂行できる程度に回復できない場合を意味すると考えられており、残りの休職期間
療養しても改善の見込みがないような場合にこれに該当します。
　つまり、再雇用しないとの判断は慎重に行う必要がありますが、他方で再雇用義務とは必ずしも定年
前と同様の勤務形態で雇用することを義務付けるものではありませんので、例えば私傷病を理由にパー
トタイマーとして再雇用する等合理的かつ柔軟な再雇用条
件設定を目指す方が無難と思料されます。
　なお、定年退職時に休職期間が満了する旨就業規則に明
記する方法により、定年退職時において復職できず、また
その見込みもない場合は退職とすることが可能です。

 私傷病休職と定年後再雇用私傷病休職と定年後再雇用
Q

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
158 Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377 FAX0857-22-6857
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議

所
サ
ー
ビ
ス
部
会

（
水
野
治
郎
部
会

長
）
は
、
新
入
社

員
に
社
会
人
と
し

て
の
心
構
え
や
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な

ど
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
４
月
３
日

（
水
）、
４
日
（
木
）

の
両
日
、
鳥
取
市

本
町
３
丁
目
の
鳥

取
商
工
会
議
所
ビ

ル
で
研
修
会
を
開

催
し
、
１
２
５
人

が
受
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、（
一
社
）
鳥
取
県

経
営
者
協
会
、（
公
社
）
鳥
取
法
人

会
と
と
も
に
開
催
し
た
も
の
で
、
講

師
に
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

ピ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
の
松
下
香
寿
美
代

表
を
招
き
、
社
会
人
・
組
織
人
と
し

て
の
心
構
え
や
言
葉
遣
い
、
電
話
対

応
の
基
本
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
松
下
講
師
は
、
社
会
人
に
必
要
な

意
識
と
し
て
、
自
己
管
理
意
識
や
時

間
意
識
、
規
律
意
識
な
ど
の
重
要
性

を
強
調
。
特
に
、
情
報
管
理
意
識
に

つ
い
て
「
情
報
漏
え
い
は
会
社
の
信

用
失
墜
に
つ
な
が
る
。
パ
ソ
コ
ン
や

書
類
の
適
切
な
管
理
、
社
外
で
名
前

を
入
れ
て
迂
闊
に
会
話
し
な
い
」
な

ど
徹
底
し
た
情
報
管
理
を
す
る
よ
う

指
南
し
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
そ
の
他
に
、
電
話
対
応

や
訪
問
・
来
客
対
応
な
ど
の
実
践
的

な
研
修
が
行
わ
れ
、
受
講
生
は
熱
心

に
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
松
下
講
師
は
「
社
会
人
と

し
て
の
意
識
や
行
動
を
し
っ
か
り
と

身
に
付
け
、
企
業
や
組
織
、
お
客
さ

ま
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
社

会
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

    2024年度新入社員研修2024年度新入社員研修

あなたが「会社の顔」になるあなたが「会社の顔」になる
社会人としての心構え学ぶ社会人としての心構え学ぶ

研修を受ける新入社員

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.58Vol.58

～５月は「自転車月間」です～
　令和５年中、県内では自転車の関係する交通
事故が96件（内死亡事故１件）発生しています。
自転車を安全に利用するため「自転車安全利用
五則」をはじめとした交通ルールの遵守と交通
マナーの向上を目指しましょう。
 【安全運転のポイント】
〇　ヘルメットを正しく着用することで、交通
事故による被害を軽減することができます。
〇　スマートフォン等を使用した「ながら運転」
やイヤホン等の装着、飲酒運転等、危険な運
転はやめましょう。
〇　夕暮れ時や夜間はライトを点灯し、明るい
服装や反射材用品を身に着け、安全な速度で
運転しましょう。
〇　自転車による交通事故でも多額の賠償金が

生じるおそれがあることから、自転車損害賠
償保険等に加入しましょう。
〇　自転車事故で最も多いのが出会い頭事故で
す。交差点などでは、一時停止や安全確認を
確実に行い、交通事故を防止しましょう。

自転車の安全利用の推進について自転車の安全利用の推進について
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お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

金なし・人脈なし・信用なしで
創業した話

村山 寛樹 48分
健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

世界遺産検定マイスターが伝える
地域のブランド力とは

あけ ひとみ 45分

事例に学ぶ
中小企業「成功の方程式」 西川 靖志 38分 日本茶は捨てたもんじゃない！ ブレケル・

オスカル　 35分

徳川幕府の経済政策
～日本経済復活のヒントを探る～（２） 岡田 晃 20分 法

律
労働問題で足をすくわれない
経営を目指して 米澤 章吾 61分

研
修
・
人
材
育
成

　　  Z世代との接し方に困って
いる40代、50代へ　育て方と
メンタルを前向きに保つヒント

夏目 えみ 43分 労
務 作ろう！見直そう！就業規則

  公開期限：2024年5月末
野澤 直子 85分

今どき若手社員への接し方、教え方
  公開期限：2024年6月末

伊藤 誠一郎 80分 税
務
・
財
務

経
理

基礎からわかる「インボイス制度の
概要と電子帳簿保存法のポイント」
令和５年度制度改正　対応版

川口 宏之 107分

“お笑い芸人流”すぐ使えて、
しっかり伝わるコミュニケーション術
  公開期限：2024年6月末

桑山 元 80分 経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

NEW

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで600タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp/

NEW

NEW

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

お す す め セ ミ ナ ー

「金利復活」、「物価上昇」、「採用難」。
十数年ぶりに企業の「外部環境」が大
きく変わろうとしています。この 3 つ
の変化に必要な対策と経営戦略を 4 つ
ご紹介します。中小企業ならではの強
みを活かして事業環境の変化をチャン
スに変えましょう！

中小企業診断士
経営コンサルタント 西川　靖志

11 ビジネスマナー基礎講座

タイトル 講師名 時間 内容

一
般
経
営

金なし・人脈なし・信用なしで
創業した話

村山 寛樹 48 分

高知県の創業支援事業「こうちスタートアップパーク」で起業者の支援を
行っている講師。「資金なし」「人脈なし」「信用なし」で独立した経験を
もとに、ゼロから起業を成功させるためのポイントについてお伝えします。 
あなたが思い浮かべているアイデアを形にしましょう！

事例に学ぶ
中小企業「成功の方程式」 西川 靖志 38 分

一見非合理的であっても、強い信念に基づき、自社にしかできない提案を
打ち出す。その実現に向けて速やかに推し進めることができるのが中小企
業の強みです。差別化戦略によって利益を上げた成功事例を、実際に携わっ
た講師がご紹介します。

徳川幕府の経済政策
～日本経済復活のヒントを探る～（２）

岡田 晃 20 分

江戸幕府は 260 年余り続く長期政権になりました。江戸時代の経済変動や
幕府の経済政策は現代の日本経済と共通する点が多く見られ、令和の日本
経済復活へのヒントや教訓がつまっています。エピソードの２回目は長期政
権の実現に導いた事業承継成功の立役者、保科正之についてお話します。

研
修
・
人
材
育
成

　　　Z 世代との接し方に困って
いる 40 代、50 代へ　育て方と
メンタルを前向きに保つヒント

夏目 えみ 43 分

「Z 世代」との関わり方に悩んでいるリーダー・管理職層が増えています。
他の年齢層とは違った特徴や心理状態を持っているため、これまでとは違っ
た人材育成方法が有効です。部下のモチベーションを上げ、お互いに働き
やすい職場にするための知識やコミュニケーション技術をお伝えします。

今どき若手社員への接し方、教え方
公開期限：2024 年 6 月末

伊藤 誠一郎 80 分

「Z 世代」に今までの育成手法が通用せず、頭を悩ませている方が多いの
ではないでしょうか。生まれ育った時代背景が異なれば、価値観も異なりま
す。次の世代を育てて確実にバトンを渡すためには、違いの否定ではなく理
解し生かす必要があります。上手に向き合うためのポイントをご紹介します。

“お笑い芸人流”すぐ使えて、
しっかり伝わるコミュニケーション術

公開期限：2024 年 6 月末
桑山 元 80 分

若い頃は営業パーソンにもかかわらず人と話すことが大の苦手だった講師。
しかし今ではコントや演劇もこなす喋りのプロ。「話し下手」は伝わりやすい
話し方のテクニックを反復練習することで克服でます。経営者世代が抱える、
若者世代とどう交流すればいいかわからないというお悩みにも答えます。

健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

世界遺産検定マイスターが伝える
地域のブランド力とは

あけ ひとみ 45 分

世界遺産を守っていくこと。それは人類共通の遺産を世界の人々と未来の
世代に引き継いでいく「平和への取り組み」です。世界遺産の価値を理解
し伝える活動をしている講師が様々な角度から「世界遺産」を深掘りします。
地域活性化を目指す企業のヒントになるセミナーをぜひご聴講ください。

日本茶は捨てたもんじゃない！
ブレケル・
オスカル

35 分

母国スウェーデンで高校生時代に緑茶と運命的な出会いをした講師。来日して日
本茶インストラクター資格を取得、静岡県の茶業研修センターで業界に深く携わっ
た後、世界中に緑茶の魅力を伝えています。外国人から見た日本茶の価値や魅
力は、ペットボトルのお茶が身近になった日本人に新たな発見をもたらします。

法
律

労働問題で足をすくわれない
経営を目指して 米澤 章吾 61 分

「能力不足の社員は解雇できるのか」「パワハラがひどい」などの多くの労
働問題は会社の経営を停滞させるだけではなく、職場環境の悪化、従業員
のモチベーションを大きく低下させます。労働問題の会社側の弁護士が実例
を交えながら労働問題の対策についてわかりやすく解説いたします。

労
務 作ろう！見直そう！就業規則

公開期限：2024 年 5 月末
野澤 直子 85 分

2024 年 4 月以降、建設事業や運送業などに猶予されていた、働き方改
革関連法案の年間時間外労働の上限規制が適用されます。この機に就業規
則を見直してみませんか？ 本セミナーでは法案の概要と注意すべきポイ
ント、労務リスク対策のための就業規則の作成方法をお伝えします。

税
務
・
財
務

経
理

基礎からわかる「インボイス制度の
概要と電子帳簿保存法のポイント」
令和５年度制度改正　対応版

川口 宏之 107 分

令和 5 年度の税制改正によって見直しが行われた適格請求書等保存方式（イ
ンボイス制度）の概要と、電子帳簿保存法のポイントを解説します。すべて
の事業者にとって必要な知識をわかりやすくお伝えします。

経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92 分

新しく経理を担当される方へ、簿記の基本的な知識や経理実務の流れ、決
算書の読み方についてわかりやすく説明します。新人の経理担当者だけでな
く、すでに経理事務に携わっている方でも再確認がしやすい内容です。業
務の概要をつかみ、実務を円滑に進められるようになりたい方は必見！

22

社会人としておさえておきたいビジネス
マナー。美しい所作は相手に好感を持た
れるだけでなく、自分の心が整い仕事へ
の集中力が高まります。言葉遣いや敬語
のルール、訪問時のマナー、来客応対、
電話対応など、社会人に欠かせない基本
的所作をお伝えします。

マナーコンサルタント
アカデミー・なないろスタイル 樋口　智香子

経営環境の変化をチャンスに！
中小企業を成長させる戦略とは？

※ 2024 年 3 月の再生回数を集計

N E W

N E W

N E W

研修・人材育成

月間 視 聴 ラン キング  BEST 2

研修・人材育成
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知財無料相談会のご案内
　毎月第１金曜日にI

い ん ぴ っ と

NPIT鳥取県知財総合支援窓口 （受託機関 ： 一般社団法人鳥取県発明協会） と連携して知

財無料相談会を開催します。 ご希望の方は、 相談日前日の12時までにお申し込みください。

　特許・商標・意匠・実用新案・著作権はもちろんのこと、 売上拡大・販路拡大・商品開発などもご相談ください。

ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口の支援担当者が対応します。

　１． 日　時　　６月７日 （金）　　①１３ ： 00～１４ ： 00、 ②１４ ： ００～１５ ： ００、 ③15:00～ 16:00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ご希望の時間をお選びください。）

　２． 場　所　　鳥取商工会議所　会議室

申し込み・問い合わせ先　 鳥取商工会議所 経営支援一課　電話：０８５７－３２－８００５

　
鳥
取
県
信
用

保
証
協
会
の
鳥

取
商
工
会
議
所

職
務
執
行
者
が
、

北
川
弘
之
氏
か

ら
三
木
雅
夫
氏
（
専
務
理
事
）
＝
写

真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

　
㈱
商
工
組
合

中
央
金
庫
鳥
取

支
店
の
鳥
取
商

工
会
議
所
職
務

執
行
者
が
、
廣 

瀬
道
夫
氏
か
ら
田
中
圭
介
氏
（
支
店

長
）
＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

【
代
表
者
変
更
】

◆
鳥
取
県
板
金
工
業
組
合

　
鳥
取
市
緑
ヶ
丘
３
丁
目
14
―
５

　
理
事
長
＝
濱
　
勇
二
郎

◆
㈱
東
京
海
上
日
動
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

中
国
四
国
山
陰
支
店
鳥
取
支
社

　
鳥
取
市
南
隈
５
４
１
ト
リ
ニ

テ
ィ
ー
モ
ー
ル
Ｂ
ゾ
ー
ン
１
階

　
支
社
長
＝
高
橋
　
一
広

◆
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱
山
陰

支
店
鳥
取
支
社

　
鳥
取
市
扇
町
３
東
栄
ビ
ル
５
Ｆ

　
鳥
取
支
社
長
＝
仙
道
　
達
也

◆
㈲
ク
ス
ノ
キ

　
鳥
取
市
千
代
水
３
丁
目
41

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
楠
　
光
裕

◆
日
本
通
運
㈱
山
陰
支
店

　
鳥
取
市
湖
山
町
東
５
丁
目
２
１
６

　
次
長
（
現
業
）
兼
鳥
取
営
業
課
長

＝
河
上
　
泰
昭

◆
日
ノ
丸
印
刷
㈱

　
鳥
取
市
寿
町
９
１
５

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
松
下
　
顕
吾

◆
第
一
生
命
保
険
㈱
鳥
取
支
社

　
鳥
取
市
扇
町
１
１
５
―
１
　
鳥
取

駅
前
第
一
生
命
ビ
ル
６
階

　
鳥
取
支
社
長
＝
秋
吉
　
満
澄

◆
日
ノ
丸
西
濃
運
輸
㈱

　
鳥
取
市
湖
山
町
東
３
丁
目
40

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
藤
本
　
誠

◆
泊
綜
合
食
品
㈱

　
鳥
取
市
安
長
85

　
代
表
取
締
役
＝
岸
田
　
い
ず
み

◆
ハ
ヤ
シ
ホ
ー
ム
㈱

　
鳥
取
市
南
吉
方
１
丁
目
１
１
２
―
１

　
代
表
取
締
役
社
長
＝

 

馬
野
　
慎
一
郎

◆
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
鳥

取
㈱

　
鳥
取
市
晩
稲
３
０
８

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
山
本
　
康
弘

【
社
名
変
更
】

◆
日
本
通
運
㈱
山
陰
支
店

　
鳥
取
事
業
所
→
日
本
通
運
㈱
山
陰

支
店

◆
Ｔ-

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｙ
→
㈱

Ｔ-

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｙ

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
キ
リ
ン
ク
ラ
フ
ト

　
鳥
取
市
興
南
町
45
　
ト
レ
ジ
ャ
ー

２
Ｆ
→
鳥
取
市
安
長
５
５
７
　
グ

ラ
イ
ナ
ー
東
側
棟

　
代
表
者
お
よ
び
社
名
、
住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
お
手
数
で

す
が
鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課
（
℡

０
８
５
７
―
32
―
８
０
０
２
）
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
本
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

議議    

員員    

交交    

代代

会
員
情
報
（ 

）

敬
称
略
・

順
不
同

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
け
出
分



鳥取商工会議所報
VOL759.2024.5.15

８

動 向

　展示室に入ると正面に、聖母マリアを讃えるノートルダム大聖堂が入館者を出迎えます。展示室内
を回遊すると百年戦争やフランス革命、ナポレオンの戴冠式など多彩なフランスの歴史を感じ、また
ヴェルサイユ宮殿やバッカスの泉では、フランス貴族の宮廷生活に思いを巡らせます。砂像彫刻家の
経験と技術が作り出す砂の造形美をぜひお楽しみください。
　第15期展示・フランス編は2025年１月５日（日）まで開かれます。

砂の造形美が生む圧倒的な存在感砂の造形美が生む圧倒的な存在感

砂で世界旅行・フランス編砂で世界旅行・フランス編
12カ国20人の砂像彫刻家が制作 一期一会のアート12カ国20人の砂像彫刻家が制作 一期一会のアート
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　砂の芸術品を展示する「鳥取砂丘�砂の美術館」（鳥取市福部町）で４月19日（金）、第15期展示が
開幕しました。今期のテーマは「砂で世界旅行・フランス編」。砂像彫刻家の茶圓勝彦氏を総合プロ
デューサーに、アメリカやカナダ、イタリア、オランダ、スペインなど12カ国から参加した20人の
砂像彫刻家が、ノートルダム大聖堂やヴェルサイユ宮殿などの有名建築物のほか、フランスの歴史や
文化、芸術を表現した作品など18点の大作を制作しました。

鳥取砂丘 砂の美術館鳥取砂丘 砂の美術館

第15 期展示が開幕第15 期展示が開幕
〜 砂で世界旅行、フランスへ 〜〜 砂で世界旅行、フランスへ 〜

動 向



鳥取商工会議所報
VOL759.2024.5.15

10



鳥取商工会議所報
VOL759.2024.5.15

11



鳥取商工会議所報
VOL759.2024.5.15

12

動 向

　労働保険の年度更新手続きの時期となりました。

　事業主のみなさま、 ６月３日（月）から７月１０日（水）までの間に申告 ・納付手続きをお願いします。

　申告書は期間中、 電子申請のほか、 県内各所に設ける集合受付会場、 鳥取労働局、 最寄りの労働基準

監督署、 金融機関 ・郵便局等で受け付けします。

　また、 令和６年度から労災保険料率、 労務費率、 第２種特別加入保険料率が改訂します。 令和６年度の

労災保険の概算保険料は新しい料率で、 令和５年度の確定保険料率はこれまでの料率で申告をお願いし

ます。

　なお、 申告書の作成には、 厚生労働省ホームページの計算支援ツールを利用いただくと便利です。

　厚生労働省ホームページのサイト内検索にて 「計算支援ツール」 と検索してください。

◆年度更新集合受付　　　　　  …　６月6日（木）、 １４日（金）、 １７日（月）、 25日（火）

　鳥取労働局（４階会議室）　　　　　７月1日（月）、 10日（水）　　　　　　（時間 ： ９時～ 16時）

※集合受付の日時については、 混雑緩和のため鳥取労働局よりお送りするハガキに日時を記載しております。

〔お問い合わせ先〕鳥取労働局労働保険徴収室　電話：0857-29-1702

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 10 分 12 時 30 分
298 15 時 25 分 16 時 45 分
300 18 時 30 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
便名 出発 到着
291  7 時 00 分  8 時 15 分
293  9 時 10 分 10 時 25 分
295 13 時 25 分 14 時 40 分
297 16 時 30 分 17 時 45 分
299 19 時 15 分 20 時 30 分

■東京⇒鳥取

事業主のみなさまへ
労働保険の「年度更新」手続きをお願いします
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◆受験者の属性

受験者は、全級に共通して流通・小売業はじめメーカー（製造者）など幅広い業種の社会人の

方に多く受験いただいています。

２級や３級は、大学や高校、専門学校などでも団体受験を施行する形で受験いただいています。

◆「販売士」の称号

試験の合格者は「販売士」として登録され、「〇級販売士」を名乗ることができます。

販売士資格の登録者は現在 14万人です。

◆資格更新

販売士資格は5年ごとの更新制度を設けています。日本商工会議所指定の更新講座を受講い

ただくことで、知識をブラッシュアップし、資格を継続・更新することができます。

◆仕事をするときに

流通・小売業における販売・接客技術をはじめとした、販売促進に向けた企画立案、在庫管理、
マーケティング、店舗管理まで5科目で学習した幅広い知識を活かすことができます。

◆キャリアアップに

企業によっては、入社後の取得を推奨したり、資格取得者に手当を支給している場合もあります。
流通・小売業以外にもメーカー（製造業）などで取得が推奨されている事例もあります。

試験の詳しい概要や申込はコチラから ▶ ▶ ▶
https://www.kentei.ne.jp/retailsales

流流通通・・小小売売のの仕仕事事ががよよりり深深くく理理解解ででききるる

リリテテーールルママーーケケテティィンンググ
（（販販売売士士））検検定定

QQ11 どどんんなな試試験験？？
1974年 3月からスタートした試験で、

試験制度創立50年を迎える歴史ある

「公的試験」です。

QQ22 どどんんななととききにに役役立立つつ？？

日本商工会議所検定ホームページ

https://www.kentei.ne.jp/ 
詳細は

鳥取商工会議所検定担当
TEL 0857-32-8004
https://tottori-cci.or.jp/certification-exam/ 

日商検定 検索

商工会議所の検定試験は
業種・業態を問わず
広く活用いただける
資格を取り揃えて
います！
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304
〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
所
信

　
桜
が
舞
い
散
り
、
新
緑
が
彩
る
季
節
に
入

り
ま
し
た
が
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　
青
年
部
は
新
年
度
が
始
ま
り
、
今
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
そ
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
想
い
と
ふ
る
さ
と
鳥
取

か
ら
賑
わ
い
を
興
し
て
い
け
る
よ
う
に
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
今
年
度
最
初
の
活
動
と
し
て
因
幡

千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
3
月
22
日

（
金
）〜
4
月
21
日（
日
）を
写
真
投
稿
期
間
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
3
月
末
に
冷

え
込
む
天
候
が
続
き
、
開
花
の
時
期
が
大
き

く
ず
れ
込
み
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
満
開
時

期
に
は
市
民
の
皆
さ
ま
が
多
く
訪
れ
、
憩
い

の
場
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
何

度
、
足
を
運
ん
で
も
あ
の
壮
大
な
桜
の
木
々

に
魅
せ
ら
れ
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
4
月
2
日（
火
）に
同
じ
く
因
幡
千

本
桜
に
て
花
見
昼
食
会
事
業
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
の
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
Ｏ
Ｂ
6
名

に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昼
食
会
で

は
、
Ｏ
Ｂ
か
ら
千
本
桜
の
歴
史
を
学
び
、
会

員
か
ら
は
近
況
の
植
樹
事
業
な
ど
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
も
先
輩
よ
り
引
き
継
い

だ
こ
の
桜
の
園
を
鳥
取
の
桜
の
名
所
と
し
て

さ
ら
に
栄
え
て
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
し
て

い
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
続
い
て
、
4
月
10
日（
水
）に
令
和
6
年
度

定
期
総
会
及
び
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
新

年
度
4
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
鳥
取
市
長 

深
沢
義
彦
様
、鳥
取
県
商
工

労
働
部
経
済
産
業
振
興
監 

佐
々
木
徹
様
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
に
ご
臨
席
賜
り
、

私
た
ち
の
先
輩
で
も
あ
る
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
に

も
多
数
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
前
で
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
活

動
方
針
・
今
後
5
年
間
の
活
動
ビ
ジ
ョ
ン
の

想
い
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
熱
い
想
い

を
持
っ
て
一
年
間
活
動
し
て
い
こ
う
と
更
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。

　
ま
た
9
つ
の
委
員
会
紹
介
を
行
い
、
そ
の

中
で
今
年
度
か
ら
の
新
た
な
委
員
会
で
あ
り

ま
す
対
外
的
な
取
り
組
み
や
交
流
を
行
う
対

外
交
流
委
員
会
と
対
内
的
な
改
善
を
行
う
仕

組
み
改
善
委
員
会
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
50
周
年
に
向
け
て
の

準
備
や
改
善
、
そ
し
て
当
会
が
5
年
後
に
向

け
て
さ
ら
に
魅
力
あ
る
会
に
な
る
こ
と
を
目

指
す
思
い
で
立
ち
上
げ
た
委
員
会
に
な
り
ま

す
。
現
状
に
満
足
せ
ず
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
行
う
こ
と
、
考
え
る
よ
り
も
ま
ず
は
行
動

を
起
こ
そ
う
！
今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
会
員

全
員
と
共
有
し
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
こ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
4
月
に
10
名
の
新
入
会
員
と
3

名
の
交
代
会
員
を
新
た
に
加
え
、
会
員
数

1
9
6
名
で
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
新
た

な
仲
間
と
共
に
、
挑
戦
し
続
け
る
気
持
ち
想

い
を
常
に
持
ち
、
ふ
る
さ
と
鳥
取
の
商
工
業

発
展
と
中
心
市
街
地
活
性
化
に
貢
献
し
地
域

の
発
展
を
目
指
し
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
度

　
令
和
6
年
4
月
10
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
定
期
総
会
と

4
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
を
開
催
、
来
賓
や
Ｏ
Ｂ
、
会
員
・
事
務
局
を
合
わ

せ
1
4
8
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
高
藤
会
長
が
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
活
動
項
目
を
発
表
し
、
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
こ
の
1
年
間
、
進
む
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。
「
時
に
理
論

や
手
法
は
重
要
で
す
が
、
頭
で
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
心
で
感
じ
る
思
い

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
高
藤
会
長
の
熱
い
思
い
を
会
員
全
員

が
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
の
事
業
報
告
の
中
で
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
事
業
「
第
2
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
、
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
、
10
人
の
新
入
会
員
と
3
人
の
交
代
会
員
が
新
た
に
仲
間
に

加
わ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
1
9
6
人
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
キ

ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
会
員
の
意
識
統
一
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
と
地
域
の
商
工
業
の
発
展

へ
の
寄
与
を
目
指
し
、
今
年
度
も
前
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

総
務
委
員
会
　
委
員
長
　
永
美 

祐
輔

発行：令和 6年 5月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

5　
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
・
桜
の
園
で
令
和

6
年
4
月
2
日
、
恒
例
の
「
花
見
昼
食
会
」
を

開
催
し
、
7
人
の
Ｏ
Ｂ
と
37
人
の
現
役
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
桜
は
満
開
で
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
準
備
し
た
ス
ペ
ー
ス

が
狭
く
感
じ
る
ほ
ど
に
、
に
ぎ
や
か
な
昼
食
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
桜
の
園
に
広
が
る
「
因
幡
千
本
桜
」
は
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
先
輩
が
「
鳥
取
に
桜
の
一
大
名
所
が

欲
し
い
。
後
世
に
残
る
市
民
の
共
有
財
産
と
し

て
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
桜
の
名
所
を
作
り
た

い
」
と
い
う
思
い
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、

C
IV
IC
 
P
R
ID
E

の
象
徴
だ
と
い
え
ま
す
。
因

幡
千
本
桜
で
は
、
今
年
も
多
く
の
人
々
が
花
見

を
楽
し
ん
で
お
り
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
関
係
者
か
ら
も

「
毎
年
こ
こ
で
お
花
見
を
し
て
み
ん
な
と
交
流

し
た
い
」
な
ど
と
う
れ
し
い
感
想
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
鳥
取
市
民
に
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
先
人
か
ら
引
き

継
い
だ
因
幡
千
本
桜
を
守
り
、
育
て
な
が
ら
、

憩
い
の
場
と
し

て
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
総
務
委
員
会

　 

委
員
長

　   

永
美 

祐
輔

会長バッチ交換

高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

　
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
・
桜
の
園
で
3
月
22

日
か
ら
4
月
21
日
ま
で
の
1
か
月
間
、
「
因
幡
千

本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ン
テ
ス
ト
は
5
回

目
と
な
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
動
画
の
募
集
も
始

め
、
よ
り
多
様
な
表
現
で
因
幡
千
本
桜
の
美
し
さ

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
1
5
0
件
以
上
の
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
度
の
投
稿
数
は
現
在
集
計
中
で
す

が
、
応
募
作
品
の
審
査
で
は
、
思
わ
ず
手
を
止

め
、
見
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
写
真
や
動
画
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
選
考
結
果
は
後
日
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
展
示
会
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
度
は
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
ラ

ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
「to

ry

（
ト

リ
ー
）
」
の
活
用
な
ど
、
幅
広
い
年
代
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
新
た
に

因
幡
千
本
桜
の
認
知
度
を
調
査
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
し
、
今
後
の
広
報
活
動
の
充
実
に
つ
な
げ

ま
す
。

　
因
幡
千
本
桜
を
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら

い
、
鳥
取
を

代
表
す
る
桜

の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
る

よ
う
、
今
後

も
力
を
尽
く

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

広
報
委
員
会

　
委
員
長

 

　
大
森
　
誠

花見に参加したメンバー

第
46
回
定
期
総
会・４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会

第
46
回
定
期
総
会・４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会例会集合写真

　    　中村 康宏 君
　 （なかむら やすひろ）
事 業 所 名  ソニー生命保険㈱
所属委員会  会員交流委員会

　    　  奥　祥享 君
　 　 （おく よしたか）
事 業 所 名  ㈱太陽
所属委員会   会員交流委員会

　    　大谷 祐輝 君
　  （おおたに ゆうき）
事 業 所 名  ㈱Buzz Bee
所属委員会  総務委員会

　    　池本 昌聡 君
　 （いけもと よしあき）
事 業 所 名  シグマ電気㈱
所属委員会  総務委員会

    　     森本 嗣基 君
　    （もりもと ひでき）
事 業 所 名  ㈱もりもと塗装
所属委員会  政策提言委員会

　    　朝井 純奈 君
　   （あさい じゅんな）
事 業 所 名  エステド・POLA 鳥取東
所属委員会  鳥取お城委員会

　    　 岸本　龍 君
　    （きしもと りゅう）
事 業 所 名  炭火焼肉あがりつき
所属委員会   CIVIC PRIDE委員会

　   　 河野 敏和 君
　   （こうの としかず）
事 業 所 名  （一社）とっとりプロフェッショナル人材戦略拠点
所属委員会  ビジネス活性化委員会

　    　奥本 祐子 君
　  （おくもと ゆうこ）
事 業 所 名  ㈱千代田工務店
所属委員会  仕組み改善委員会

　  　  山根 光彦 君
　 （やまね みつひこ）
事 業 所 名  ㈲アドセンターパル
所属委員会  鳥取お城委員会

　    　山田 恭裕 君
　   （やまだ たかひろ）
事 業 所 名  セコム㈱ 鳥取統括支社
所属委員会  仕組み改善委員会

　    　渡邉 将史 君
　 （わたなべ まさふみ）
事 業 所 名  日本海テレビジョン放送㈱
所属委員会   会員交流委員会

　    　杉内 皇暉 君
　    （すぎうち おうき）
事 業 所 名  ㈲杉内
所属委員会  会員交流委員会

新入会員（10名）

因
幡
千
本
桜
「桜
の
園
」

　
　
　
　
　 

花
見
昼
食
会

因
幡
千
本
桜
「桜
の
園
」

　
　
　
　
　 

花
見
昼
食
会

フォトコン広報活動

第
５
回
因
幡
千
本
桜

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

第
５
回
因
幡
千
本
桜

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

交代会員
（３名）
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〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
所
信

　
桜
が
舞
い
散
り
、
新
緑
が
彩
る
季
節
に
入

り
ま
し
た
が
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　
青
年
部
は
新
年
度
が
始
ま
り
、
今
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
そ
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
想
い
と
ふ
る
さ
と
鳥
取

か
ら
賑
わ
い
を
興
し
て
い
け
る
よ
う
に
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
今
年
度
最
初
の
活
動
と
し
て
因
幡

千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
3
月
22
日

（
金
）〜
4
月
21
日（
日
）を
写
真
投
稿
期
間
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
3
月
末
に
冷

え
込
む
天
候
が
続
き
、
開
花
の
時
期
が
大
き

く
ず
れ
込
み
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
満
開
時

期
に
は
市
民
の
皆
さ
ま
が
多
く
訪
れ
、
憩
い

の
場
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
何

度
、
足
を
運
ん
で
も
あ
の
壮
大
な
桜
の
木
々

に
魅
せ
ら
れ
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
4
月
2
日（
火
）に
同
じ
く
因
幡
千

本
桜
に
て
花
見
昼
食
会
事
業
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
の
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
Ｏ
Ｂ
6
名

に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昼
食
会
で

は
、
Ｏ
Ｂ
か
ら
千
本
桜
の
歴
史
を
学
び
、
会

員
か
ら
は
近
況
の
植
樹
事
業
な
ど
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
も
先
輩
よ
り
引
き
継
い

だ
こ
の
桜
の
園
を
鳥
取
の
桜
の
名
所
と
し
て

さ
ら
に
栄
え
て
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
し
て

い
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
続
い
て
、
4
月
10
日（
水
）に
令
和
6
年
度

定
期
総
会
及
び
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
新

年
度
4
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
鳥
取
市
長 

深
沢
義
彦
様
、鳥
取
県
商
工

労
働
部
経
済
産
業
振
興
監 

佐
々
木
徹
様
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
に
ご
臨
席
賜
り
、

私
た
ち
の
先
輩
で
も
あ
る
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
に

も
多
数
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
前
で
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
活

動
方
針
・
今
後
5
年
間
の
活
動
ビ
ジ
ョ
ン
の

想
い
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
熱
い
想
い

を
持
っ
て
一
年
間
活
動
し
て
い
こ
う
と
更
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。

　
ま
た
9
つ
の
委
員
会
紹
介
を
行
い
、
そ
の

中
で
今
年
度
か
ら
の
新
た
な
委
員
会
で
あ
り

ま
す
対
外
的
な
取
り
組
み
や
交
流
を
行
う
対

外
交
流
委
員
会
と
対
内
的
な
改
善
を
行
う
仕

組
み
改
善
委
員
会
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
50
周
年
に
向
け
て
の

準
備
や
改
善
、
そ
し
て
当
会
が
5
年
後
に
向

け
て
さ
ら
に
魅
力
あ
る
会
に
な
る
こ
と
を
目

指
す
思
い
で
立
ち
上
げ
た
委
員
会
に
な
り
ま

す
。
現
状
に
満
足
せ
ず
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
行
う
こ
と
、
考
え
る
よ
り
も
ま
ず
は
行
動

を
起
こ
そ
う
！
今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
会
員

全
員
と
共
有
し
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
こ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
4
月
に
10
名
の
新
入
会
員
と
3

名
の
交
代
会
員
を
新
た
に
加
え
、
会
員
数

1
9
6
名
で
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
新
た

な
仲
間
と
共
に
、
挑
戦
し
続
け
る
気
持
ち
想

い
を
常
に
持
ち
、
ふ
る
さ
と
鳥
取
の
商
工
業

発
展
と
中
心
市
街
地
活
性
化
に
貢
献
し
地
域

の
発
展
を
目
指
し
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
度

　
令
和
6
年
4
月
10
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
定
期
総
会
と

4
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
を
開
催
、
来
賓
や
Ｏ
Ｂ
、
会
員
・
事
務
局
を
合
わ

せ
1
4
8
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
高
藤
会
長
が
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
活
動
項
目
を
発
表
し
、
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
こ
の
1
年
間
、
進
む
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。
「
時
に
理
論

や
手
法
は
重
要
で
す
が
、
頭
で
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
心
で
感
じ
る
思
い

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
高
藤
会
長
の
熱
い
思
い
を
会
員
全
員

が
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
の
事
業
報
告
の
中
で
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
事
業
「
第
2
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
、
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
、
10
人
の
新
入
会
員
と
3
人
の
交
代
会
員
が
新
た
に
仲
間
に

加
わ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
1
9
6
人
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
キ

ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
会
員
の
意
識
統
一
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
と
地
域
の
商
工
業
の
発
展

へ
の
寄
与
を
目
指
し
、
今
年
度
も
前
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

総
務
委
員
会
　
委
員
長
　
永
美 

祐
輔

発行：令和 6年 5月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

5　
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
・
桜
の
園
で
令
和

6
年
4
月
2
日
、
恒
例
の
「
花
見
昼
食
会
」
を

開
催
し
、
7
人
の
Ｏ
Ｂ
と
37
人
の
現
役
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
桜
は
満
開
で
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
準
備
し
た
ス
ペ
ー
ス

が
狭
く
感
じ
る
ほ
ど
に
、
に
ぎ
や
か
な
昼
食
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
桜
の
園
に
広
が
る
「
因
幡
千
本
桜
」
は
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
先
輩
が
「
鳥
取
に
桜
の
一
大
名
所
が

欲
し
い
。
後
世
に
残
る
市
民
の
共
有
財
産
と
し

て
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
桜
の
名
所
を
作
り
た

い
」
と
い
う
思
い
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、

C
IV
IC
 
P
R
ID
E

の
象
徴
だ
と
い
え
ま
す
。
因

幡
千
本
桜
で
は
、
今
年
も
多
く
の
人
々
が
花
見

を
楽
し
ん
で
お
り
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
関
係
者
か
ら
も

「
毎
年
こ
こ
で
お
花
見
を
し
て
み
ん
な
と
交
流

し
た
い
」
な
ど
と
う
れ
し
い
感
想
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
鳥
取
市
民
に
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
先
人
か
ら
引
き

継
い
だ
因
幡
千
本
桜
を
守
り
、
育
て
な
が
ら
、

憩
い
の
場
と
し

て
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
総
務
委
員
会

　 

委
員
長

　   

永
美 

祐
輔

会長バッチ交換

高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

　
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
・
桜
の
園
で
3
月
22

日
か
ら
4
月
21
日
ま
で
の
1
か
月
間
、
「
因
幡
千

本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ン
テ
ス
ト
は
5
回

目
と
な
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
動
画
の
募
集
も
始

め
、
よ
り
多
様
な
表
現
で
因
幡
千
本
桜
の
美
し
さ

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
1
5
0
件
以
上
の
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
度
の
投
稿
数
は
現
在
集
計
中
で
す

が
、
応
募
作
品
の
審
査
で
は
、
思
わ
ず
手
を
止

め
、
見
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
写
真
や
動
画
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
選
考
結
果
は
後
日
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
展
示
会
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
度
は
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
ラ

ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
「to

ry

（
ト

リ
ー
）
」
の
活
用
な
ど
、
幅
広
い
年
代
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
新
た
に

因
幡
千
本
桜
の
認
知
度
を
調
査
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
し
、
今
後
の
広
報
活
動
の
充
実
に
つ
な
げ

ま
す
。

　
因
幡
千
本
桜
を
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら

い
、
鳥
取
を

代
表
す
る
桜

の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
る

よ
う
、
今
後

も
力
を
尽
く

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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　 （いけもと よしあき）
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所属委員会  総務委員会

    　     森本 嗣基 君
　    （もりもと ひでき）
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所属委員会   CIVIC PRIDE委員会
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　   （こうの としかず）
事 業 所 名  （一社）とっとりプロフェッショナル人材戦略拠点
所属委員会  ビジネス活性化委員会

　    　奥本 祐子 君
　  （おくもと ゆうこ）
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所属委員会  仕組み改善委員会

　  　  山根 光彦 君
　 （やまね みつひこ）
事 業 所 名  ㈲アドセンターパル
所属委員会  鳥取お城委員会

　    　山田 恭裕 君
　   （やまだ たかひろ）
事 業 所 名  セコム㈱ 鳥取統括支社
所属委員会  仕組み改善委員会

　    　渡邉 将史 君
　 （わたなべ まさふみ）
事 業 所 名  日本海テレビジョン放送㈱
所属委員会   会員交流委員会

　    　杉内 皇暉 君
　    （すぎうち おうき）
事 業 所 名  ㈲杉内
所属委員会  会員交流委員会

新入会員（10名）

因
幡
千
本
桜
「桜
の
園
」

　
　
　
　
　 

花
見
昼
食
会

因
幡
千
本
桜
「桜
の
園
」

　
　
　
　
　 

花
見
昼
食
会

フォトコン広報活動

第
５
回
因
幡
千
本
桜

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

第
５
回
因
幡
千
本
桜

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

交代会員
（３名）
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４
月
23
日
（
火
）、
鳥
取
商
工
会

議
所
で
令
和
６
年
度
鳥
取
商
工
会
議

所
女
性
会
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決

算
を
承
認
。
令
和
６
年
度
事
業
計
画

（
案
）
と
収
支
予
算
（
案
）
は
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
は
役
員
改
選
期
の
た

め
、
新
し
い
役
員
（
案
）
と
委
員
会

組
織
（
案
）
が
承
認
さ
れ
、
新
体
制

で
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
中
井
英
子
前
会
長
は
「
会
長
を
務

め
た
３
年
間
で
た
く
さ
ん
の
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
の

反
省
は
、
来
期
以
降
に
活
か
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
德
田
和
子
新
会
長
の
就
任
あ
い
さ

つ
で
は
「
両
副
会
長
の
力
を
借
り
な

が
ら
精
一
杯
会
長
を
務
め
た
い
。
今

ま
で
と
違
う
こ
と
に
も
挑
戦
し
、
地

域
や
企
業
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
総
会
の
最
後
に
は
、
当
会

の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
中
井
前
会
長

に
、
感
謝
の
拍
手
と
と
も
に
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
体
制
で
迎
え
た
今
年
度
は
地
域

に
必
要
と
さ
れ
る
女
性
会
・
女
性
活

躍
の
先
導
者
と
な
れ
る
よ
う
、
積
極

的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・県商女性連会員交流会（米子）　　 ６月13日
・中商女性連松江大会　　　　７月11日～12日
・全商女性連滋賀大会　　　　11月７日～８日

－ 令和６年度　度鳥取商工会議所女性会　組織と活動 －

【担当副会長】中井英子、【委員長】北村由美、【副委員長】黒坂令子

 【委員】八村恵美子、浜村恵子、英咲子、青木美保子、安宅智代、稲中真知子、

　　　　太田縁、川口眞佐子、谷口真由美、西垣祐子、西山睦深、深田真由美、

　　　　水本みどり、山内憲子、山脇典子、米村京子

 【活動】所報（女性会だより）、例会、視察研修の企画・運営等

【会長】

德田和子

統括

【担当副会長】上山弘子、【委員長】加藤陽子、【副委員長】西垣三枝子

 【委員】安部裕子、吉川桂子、福嶋登美子、吉岡きよ乃、山口朝子、石川清美、

　　　　石谷泰子、大家祐子、河崎妙子、岸本典子、清水恵、竹本恵理子、

　　　　橋本真弓、林一恵、久住綾子、森田祐子、山根恵子

 【活動】イベント、新年例会の企画・運営等

総務委員会

会員委員会

～今後の大会スケジュール～

May 2024 女性会だより5 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club   

通
常
総
会
を
開
催

通
常
総
会
を
開
催

　　  

～
女
性
会
活
躍
の
先
導
者
を
目
指
し
、新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
～

～
女
性
会
活
躍
の
先
導
者
を
目
指
し
、新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
～

德田和子新会長

新正副会長の就任あいさつ

～新入会員紹介～
・ 山内憲子さん（１月入会）
 　㈱東横イン　鳥取駅南口
・ 橋本真弓さん（３月入会）
 　行政書士事務所　橋本コンサルティング
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〒 鳥取市弥生町３２３－１ 休館日 ～翌

利用可能時間 ： ～ ： ・申込受付時間 ： ～ ：

※ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。会場の下見も可能です。

お問い合わせ先

 

交通の利便性が高い中心市街地にあり

どなたでもご利用いただける多目的ホールです。

平土間形式のホールですので、数名から 名まで

様々なレイアウトにも対応可能です。

セミナーやイベント、懇親会などに是非ご活用ください。

ホールは間仕切りで

半分に仕切って

利用できます！

 

鳥取市に拠点を置く、経済団体・事業協同組

合・商店街振興組合等が団体として非営利の

利用をされる場合、施設利用料（空調代含む）

の減免措置があります。（正規料金の を減免）

ぜひ、ご活用ください！

そそののイイベベンントトにに、、会会議議にに

ちちょょううどどいいいい、、ススペペーースス。。
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編　集　室
　

◆
砂
の
美
術
館
で
第
15
期
展

示
「
砂
で
世
界
旅
行
・
フ
ラ
ン

ス
編
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
革
命
や
百
年
戦
争
な
ど

歴
史
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
ほ
か
、

パ
リ
の
街
並
み
な
ど
を
表
現
し

た
砂
像
の
数
々
。
個
人
的
に

は
「
百
年
戦
争
」
の
砂
像
の
精

巧
さ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
上
段
の
「
鳥
取

サ
ン
ド
巡
ル
ー
ト
」。
ポ
ケ
モ

ン
Ｇ
Ｏ
に
県
公
式
の
10
ル
ー
ト

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
10

ル
ー
ト
の
中
に
は
「
鳥
取
砂
丘

ル
ー
ト
」
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

◆
風
が
心
地
い
い
新
緑
の
シ
ー

ズ
ン
、
と
も
に
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
♪�

（
Ａ
）
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編集室

 
ホール利用予定表

５月号１８面 

貴社のチラシを会報と一緒に会員事業所等へ配布します！

■宴会プラン、団体旅行商品、営業車両、福利厚生、通信、各種イベント・セミナー
などの案内、新製品の情報など、貴社の広報にぜひご活用ください。

【問い合わせ先】 鳥取商工会議所経済振興課

折り込み料金（１カ月／消費税込み） 枚

＜チラシ＞ ＜パンフレット類＞

Ｂ５・Ａ４判 Ｂ４・Ａ４判２つ折り Ｂ５・Ａ４判 ページまで

２２，０００円 ２７，５００円 ３３，０００円

※年間契約は ％引き、半年契約は ％引き、３カ月契約は５％引き

鳥取サンド巡ルート

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

５
／
23
㈭

鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会　

理
事
会

25
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

31
㈮

会
議

６
／
４
㈫

展
示
会

７
㈮

会
議

８
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

９
㈰

第
12
回
鳥
取
落
語
会
【
公
開
・
有
料
】

15
㈯

ジ
ュ
エ
リ
ー
展
示
会

16
㈰

パ
ソ
コ
ン
え
こ
販　

展
示
販
売
会
【
公
開
】

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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１
　
青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会

２
　
青
年
部
総
務
委
員
会
・
広
報
委
員
会
・
ビ

ジ
ネ
ス
委
員
会

３
　
新
入
社
員
研
修
（
４
日
も
）
▽
青
年
部
対

外
交
流
特
別
委
員
会

４
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
委
員
会

５
　
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会
▽
青
年
部

監
査
会

９
　
女
性
会
監
事
会

10
　
企
画
政
策
委
員
会
▽
青
年
部
キ
ッ
ク
オ
フ

例
会

11
　
運
営
委
員
会
▽
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力
要
請

12
　
青
年
部
仕
組
み
改
善
委
員
会

15
　
コ
ン
パ
ク
ト
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
特
別

委
員
会
▽
青
年
部
政
策
提
言
委
員
会

16
　
定
例
金
融
相
談
会

17
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議
▽
建
設
部
会
正
副
部

会
長
会
議
▽
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
特
別
委

員
会
と
建
設
部
会
の
意
見
交
換
会
▽
女
性

会
役
員
会

23
　
県
連
幹
事
会
（
米
子
市
）
▽
女
性
会
通
常

総
会
▽
青
年
部
５
役
会

25
　
青
年
部
総
務
委
員
会
・
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
委
員
会
・
仕
組
み
改
善
委
員
会

26
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会

30
　
青
年
部
理
事
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）
４
月
抜
粋

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　６月18日（火）午前10時～12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

鳥取市南隈408番　TEL0857-50-0900

鳥取統括支社 /鳥取市西品治宇田島前ノ二 816 番地 1　TEL.0857-23-4621
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〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

＊鳥取商工会議所Webサイトをリニューアルしました。ぜひ、ご活用ください！

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内


